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 規制委員会は東京電力に原発再稼働の資格ありとの判断を出しました。一体何を基準に資格あ

りというのでしょうか。社長の決意表明だけで資格を認めるなんてとんでもないことです。 

福島第一事故の賠償は賠償機構が肩代

わりをしています。現在までの東電への

支援額は７兆４０００億円。機構に返済

されたのは１兆１２４０億円。それも東

電だけでは支払う力がないので原発を

持つ他の電力会社が支援しており、関西

電力は１６０２億円を電力料金から出

している。返済までに国が金融機関に払

う利子が約１２００億円、国民の税金か

ら払われる。（図も記事も東京新聞より） 

 万一，柏崎刈羽原発で事故が起きたとき、東電が賠償に使用できる資金的な備えは、１２００

億円の保険分のみであり、それ以上はまたまた賠償機構に支援を求めることになる。 

 能力的にも、管理上も、モラルも、そして資金に於いても、東電に再稼働の資格ありとはとて

も言えない。 すべての原発の再稼働をやめて、原発ゼロへの政策転換を進めるべきである。 

福島第一原発で繰り返されるミスと事故 
9 月２８日 

１～４号機の原子炉建屋周辺で地下水をくみ上

げる井戸（サブドレン）６本で、水位計の設定

にミスがあり、約半年にわたって地下水位を誤

って計測していたと発表。実際の水位は計測値

よりも約７０センチ低く、さらに、東電は目視

などによる実測も行っていなかった。建屋内の

高濃度汚染水が周辺に漏れ出た恐れがある。 

9 月２７日 

第 1原発敷地内にある放射性廃棄物の仮置き場

で、約 1200 トンの汚染土壌が不適切に管理さ

れていることが判明。第 2 原発 3 号機のポンプ

の 6カ月ごとに実施する振動診断が昨年 2月以

降行われていないことも判明。同日、高濃度汚

染水を処理した水から塩分を取り除く装置配管

のつなぎ目部分から約６５０㍑の水が漏れた。

同じ装置では昨年 12 月にも、配管のつなぎ目

部分から水漏れがあり、補強していた。 

9 月１３日 

1000基のうち 333基あるボルト締めの汚染水

タンクの解体作業中に３０代の男性社員が被曝 

８月２日 

４号機近くの地下水位が低下し、原子炉建屋地

下にたまった高濃度汚染水の水位を約２０分間

下回った。 

7 月５日 

山側に残った一カ所の凍土壁の冷却開始。現在

に至るも０℃以下になっていない 
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 千葉地裁は東電福島第一原発の賠償裁判で、国の責任

を認めなかった。平気でウソをつき、被害者を見捨て、

その上再稼働と新増設まで計画するアベ自公政権に、私

たちが正義の審判を下しましょう。一方、核保有を唱え

てきた人達が選挙目当てに脱原発を唱えても、衣の下の

鎧を隠すことは出来ません。希望は与えられるものでは

ありません。原発なくせの思いを一つにみんなで歩いて

希望の道を拓きましょう。 
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